







































































































































































































































































































                 レイモン・ラディゲ「肉体の悪魔」 
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生きていることはもとより疑いもなく、それはいかにも愛らしいという意味のつぶやきだったのだが、
口に出してしまってから、その言葉が気味悪いひびきを残した。なにもわからなく眠らせられた娘は
いのちの時間を停止してはいないまでも喪失して、底のない底に沈められているのではないか。生き
た人形などというものはないから、生きた人形になっているのではないが、もう男でなくなった老人
に恥ずかしい思いをさせないための、生きたおもちゃにつくられている。いや、おもちゃではなく、
そういう老人たちにとっては、いのちそのものかもしれない。こんなのが安心して触れられるいのち
なのかもしれない。・・・ 
 老人はしばらくそのまま目をつぶっていた。娘のにおいがことにこいからでもあった。この世にに
おいほど、過ぎ去った記憶を呼びさますものはないともいわれるが、それにはあまくこ過ぎるにおい
なのだろうか、赤子の乳くささが思い出されただけだ。二つのにおいはまるでちがうのに、人間のな
にか根源のにおいなのだろうか。少女のはなつ香気を不老長生のくすりとしようとした老人がむかし
からあった。 
川端康成『眠れる美女』 
 
 
[音入れ]ナナムスクーリ、オンリーラヴ 
教会の映像、モスク、ステンドグラス、城、蝋燭、山焼き、大文字焼き、火事、吉原、遊郭、影、長
く伸びた影 
 
言語は、おそらく人間の制作したもののなかでは最も不出来な発明品である。 
言語は言語に回付する。 
だが言語は何かについての言語である以上、言語だけが作動するのではない。 
言語は何かとともに同時に作動する。 
しかしこの事態について、言語には手の打ちようがない。 
言語は線形である。主語があり、述語がある。 
生命も感覚も行為も意識も、すべて非線形である。 
そのため言語による記述は、つねに影である。 
それは本体へと到達できない影である。 
だが本体ともに動く限り、言語は言語以上のことをつねに実行する。 
影を学ぶことを学習という。 
知とは、影に回収された経験である。 
経験を動かさないまま影を操作するものがいる。 
影絵踏みを会話だと思い込む者がいる。 
影を整えることが治療だと思い込む者がいる。 
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言語とともに何かを感じ取ること、 
言語的判断が、つねに何かを捨てることだと感じ取ること 
言語はいつも何かとともに動く。 
何かを組織化することもあれば、劇的に転換させることもある。 
そこに言語との一切の対応関係はない。 
この対応関係のなさに、言語の希望はある。 
だが希望は言語の延長上にも、言語を支えるものにもない。 
言語とはつねにすでに二重に行為することである。 
この二重の行為のさなかに、まぎれもなく希望は出現する。 
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